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Abstract The 4th instar larva of Japonica (Yuhbae) lutea in Tsushima, located between Japan 
(Kyushu) and the Korean Peninsula, has brown markings surrounding the abdominal spiracles 
and along the dorsomedian line, which almost always disappear in the 4th instar from the 
Japanese main islands. The author considers that Japonica lutea in Tsushima is more closely 
related to the populations from the Korean Peninsula than to those of the Japanese main islands. 
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FF 


日 本 列島 に 分 布 する Japonica 属 は , アカ シジミ Japonica lutea (Hewitson, [1865]) と ウラ ナミ アカ シ 
ジミ Japonica saepestriata (Hewitson, [ 1865|) の ほか に , 猪 又 (1990) に より キタ アカ シジミ Japonica 
onoi Murayama, 1953 が 独立 種 に 昇格 され た こと に よっ て 3 種 に な っ た . 


Saigusa (1993) は それ ら 3 種 の 成虫 の 斑紋 構成 と 幼虫 の 刺 毛 分 布 の 相違 に 着目 し , Japonica 属 を 2 XB 
属 , つま り Japonica 亜 属 と Yuhbae 亜 属 に 分 割 し た . その 結果 ウラ ナミ アカ シジミ は Japonica YE 
Z, アカ シジミ と カシ ワ ソ ア カ シジミ (キタ アカ シジミ の 別名 . 筆者 は 三枝 (1993) の 提唱 する 本 名 を 
使用 する ) を Yuhbae 亜 属 に 所 属さ せ た . 


国内 の Yuhbae 亜 属 の 幼虫 に つい て は , 当初 , 腹部 の 気 門 周辺 に 褐色 斑 を 有する か (J. ono) S» (J. 
lutea) 23, 2 FORESTA d RES POR ERIT A YvC EI. し か し , 井上 (1994) に よる 終 齢 幼虫 の 
気 門 周辺 の 褐色 斑 を 消失 し た カシ ワ ア カシ ジミ の 報告 , 神 垣 (1994, 1996) に よる 終 齢 幼虫 の 気 門 周辺 
や 背 線 に 褐色 斑 を 現す アカ シジミ の 発見 に よっ て , 褐色 斑 の 有無 の み で 両 種 を 区 別 する 方 法 が 必ず し 
も 適当 で は な いこ と も 明らか に な っ た . 


対馬 産 アカ シジミ に 関す る 成虫 の 検討 は , 藤岡 (1993) に より 行わ れ て いる . 氏 は 対馬 産 ア カシ ジミ 
の 成虫 の 色彩 , 斑紋 .、 サイ ズ が 本 土産 アカ シジミ と 異な る と し , 沿海 州 亜 種 で ある Japonica lutea 
dubatolovi Fujioka, 1993 の 分 布 圏 の 中 に , 対馬 を カッ コ 付 き で 含め て いる . し か し , 未だ 対馬 産 ア カ 
シジミ の 幼生 期 に 関す る 報 文 は 発表 きれ て いな い . 筆者 は 1986 年 より 対馬 産 ア カシ ジミ の 幼虫 ・ 遇 の 
観察 を 行い , 若干 の 知見 を 得 た の で 報告 し た い . 





材料 及び 方 法 


筆者 は 1986 4E, 1994-1997 年 に か け て 対馬 で アカ シジミ の 野外 採卵 を 行い クヌギ Quercus acutis- 
sima T 13 卵 。 カシ ワ Quercus dentata で 2 卵 を 得 た . 採集 地 は 長崎 県 下 県 郡 美 津島 町 沖島 (クヌギ よ 
0135], Z2 カシ ワ で 1 卵 ), 及び 美津 島町 大 船越 (カシ ワ よ り 1 卵 ) で ある . これ ら の 卵 を 福岡 市 で 飼 
HUI. 15 卵 の 中 か ら 11 ifk28MEUI (238TH L 91, yS 7 TEIL 2104). 4h 
虫 の 飼育 に は 直径 10 cm, 高き 4.5 cm の プラ スチ ッ ク 容 器 を 使用 し , 1 容器 1 個体 と し た . 食 草 と し 
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Figs 1-6. Fourth instar larvae of Japonica lutea. 1. Okishima, Mitsushima-cho, Tsushima, 
dorsal aspect. 2. Ditto, lateral aspect. 3. Okishima, dorsal aspect. 4. Ditto, lateral 
aspect. 5. Kurokawa, Minamioguni-machi, Kumamoto Pref., Kyushu, dorsal aspect. 
6. Ditto, lateral aspect. 


CT 2377 Quercus aliena を 与え た . 飼育 温度 は 3-4 月 の 福岡 市 の 室温 で . K 20-25'C で あっ た . 


比較 の た め に 本 土 の 材 料 と し て , 大 分 県 玖珠 郡 玖珠 町 産 を 8 個体 , 広島 県 吉 和 郡 佐伯 町 産 を 1 個体 , 
岡山 県 新 見 市 産 を 1 個体 , 岩手 県 岩手 郡 岩手 町 産 を 1 個体 飼育 し た . この うち 新 見 市 産 の 個体 は ナラ 
シワ で の 2 齢 幼虫 採集 個体 , 岩手 町 産 の 個体 は ミズ ナラ Quercus mongolica grosseserrata で 野外 採卵 
され た 個体 , 佐伯 町 産 は カシ ワ か ら の 野外 採卵 個体 , 他 は 全て クヌギ で 野外 採 呈し た 個体 で ある . f 
育 条件 は 対馬 産 ア カシ ジミ と 同一 で あっ た . 


結果 


1-3 齢 期 に つい て は , 本 土産 アカ シジミ と 対馬 産 ア カシ ジミ の 間 に ほ と ん と 差異 は 認め られ な か っ た . 
対馬 産 の うち 3 個体 は 2-3 齢 期 に お いて , 本 土産 と 比べ て 基線 周辺 。 及 び 背 線 の 赤 味 が や や 強かっ た 
が , これ ら の 差異 は 明確 で な か っ た . 


終 齢 幼虫 で は 対馬 産 と 本 土産 と の 間 で 顕著 な 相違 が 見 い 出さ れ だ た. SEES REO REGES ZR C o 3 noi 
体 に も , 濃淡 は ある が 第 2-6 腹 節 の 気 門 周辺 に 褐色 斑 が (Figs2, 4, また 背 線 に も 褐色 斑 が 現れ た 
(Figs 1,3. し か し これ ら の 斑紋 の 出現 の 程度 に は 顕著 な 個体 差 が あり , 第 1 腹 節 の 背部 の み に 褐 色 斑 
を 現す 個体 (Fig.1) と 第 1-6 腹 節 背 部 に 褐色 斑 を 現す 個体 (Fig. 3) と が あっ た . Figs 1, 2 の 個体 は 3 
齢 期 - 終 見 前期 まで 背 線 の 褐色 斑 が 鮮やか で , 基線 周辺 も 褐色 味 が 強かっ た が , 終 齢 後期 に は 背 線 の 
褐色 斑 は 不明 瞭 に な り , 基線 周辺 の 褐色 味 も 消失 し た . この 個体 は 翌日 前 遇 に な っ た . Figs3, 4 の 個 
体 は 3 齢 期 に 現れ た 褐色 班 が いさ さか 薄く な っ た も の の , 大 部 分 は 残っ た まま に な り , 翌々 日 に 前 映 
に な っ た . 本 個体 は 神 垣 ・ 横 倉 (1993) が 報告 し た 韓国 産 ア カシ ジミ の 終 齢 幼虫 に 非常 に 類似 し て いた . 
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Table 1. Duration of each immature stage of Japonica lutea from 
Tsushima (day). 








Ist instar 2nd instar 3rd instar 4th instar  prepupa pupa Total 


4 5 5 5 1 16 36 








これ ら 2 個体 は と も に クヌギ か ら 採 卵 し た 個体 で あっ た . また , カシ ソ で 採卵 , 飼育 し た 個体 と ク ヌ 
ギ で 採卵 , 飼育 し た 個体 の 幼虫 に , 色彩 , 斑紋 の 違い は な か っ た . な お , 気 門 周 辺 の 褐色 斑 は 対馬 産 
の 3 齢 幼虫 に は 現れ る . 


各 齢 期 の 所 要 日 数 の 一 例 を Table 1 に 示し た . 一 方 , 本 土産 は 3 齢 期 に 基線 周辺 , 背 線 , 気 門 周辺 に 
褐色 斑 を 現す 個体 が ある も の の , 終 齢 前 期 に な る と これ ら の 斑紋 は すぐ に 消失 し て し まっ た (Figs 3, 
6). Figs 5, 6 の 個体 は 熊本 県 阿蘇 郡 南 小国 町 で 。 ク ヌ ギ か ら 採 鈴 し た も の の 終 齢 幼虫 で あり , 翌々 日 
BIZZ o 7c. 


4H (1994, 1996) iX, 岡山 県 新 見 市 草 問 の ナラ が ガ シワ か ら 採 集 し た 3 齢 幼虫 $ 頭 の うち 3 頭 に , 終 齢 
期 の 気 門 と 背 線 に 褐色 斑 を 認め た と 報告 し て いる . し か し , 筆者 が 飼育 し た 同 地産 の 飼育 個体 に は 褐 
色 斑 が 現れ な か っ な た . 


WDEK, 斑紋 , 形状 に つい て は 対馬 産 と 差 を 見 い 出 せな か っ た 


成虫 に つい て は ここ で は 多く を 論じ な い が , クヌギ で 採 誰 し た 個体 , カタ シワ で 採卵 し た 個体 の 羽化 成 
虫 を 比較 し て みて も , 藤岡 (1993) に ある よう な 「 カ シワ に 棲息 する アカ シジミ は , 明らか に 裏面 地 
色 に 赤色 味 が 少な く , 北日本 の キタ アカ シジミ に 近い 」 と いう こと は 認め られ な か っ た . 1994-1995 
年 に 対馬 の クヌギ 林 や クヌギ と カシ ソ ワ の 混 生 林 で 野外 採集 し た 20 数 頭 の 成虫 を 比較 し て みて も , 裏 
面 の 地 色 に は 一 連 の 連続 的 な 変異 が 認め られ た . 対馬 産 ア カシ ジミ の 成虫 の 色彩 の 濃淡 は , 幼虫 期 の 
食 樹 の 種類 の 相違 と は 関係 な いも の と 思わ れる . 


5 R 


神 垣 ・ 横 倉 (1993) は , 韓国 産 ア カシ ジミ の 終 齢 幼虫 の 背 線 , ABERAT E E RELTA 
さら に だ 小田 切 ・ 長 谷川 (1993) は , 韓国 産 ア カシ ジミ の 終 齢 幼虫 に は 「 気 門 周辺 の 褐色 紋 が 明確 に 現れ 
る も の (ナラ ガ シ ワ か ら 卵 を 得 た 一 個体 ) と , 消失 する も の (カシ ワ ・ モ ン ゴ リナ ラ ・ ナ ラガ シワ ・ コ 
ナラ か ら 卵 を 得 た ) と に 別れ , 前 者 は キタ アカ に , 後者 は アカ に それ ぞ れ 酷似 し て いた . 卵 に お いて 
キタ アカ 的 傾向 を 示し た も の で も , füpgmuetLtT,BUUOGIU. 日 本 産 ア カ と の 区 別 が 困難 
に な る 個体 も 見 られ る | と 報告 し て いる . 筆者 の 対馬 産 ア カシ ジミ の 観察 例 は わずか な 数 で あり , x 
た いずれ も 美津 島町 産 の 個体 の み で ある . 対馬 が 韓国 に 近隣 し て いる こと を 考え る と 今後 多く の 産地 
の , 多数 の 個体 の 観察 が な され る こと に よっ て , 小田 切 ・ 長 谷川 (1993) に ある よう な 本 土産 アカ シ ジ 
ミ の 終 齢 幼虫 と 区 別 し が た い 個 体 が 発見 され る 可能 性 は 十分 に ある . し か し , これ まで 筆者 が 行っ た 
観察 か ら 判 断 す る と , 濃淡 こそ あれ 対馬 産 ア カシ ジミ の 終 齢 幼虫 の 気 門 周辺 , 及び 背 線 に 褐色 斑 が 現 
れる の は 決し て 例外 と は 言え を な い . つま り 対 馬 は , 終 齢 幼虫 に 気 門 周辺 の 褐色 斑 や 背 線 が 正常 の 状態 
で 現れ る アカ シジミ の 個体 群 を 産 する 地域 と 言え を る. すなわち , カシ ワ ア カシ ジミ 以外 に も 終 齢 幼虫 
こと 常に 気 門 周辺 の 斑紋 が 現れ る Yuhbae 亜 属 の 集団 が 国内 に も 存在 し て いる こと に な る 。. 


中 国産 Yz2ge 亜 属 の 終 齢 幼虫 の 報告 は , 小岩 屋 (1996) に より 行わ れ て いる . 筆者 は これ を シー ザ が 
ン ア カシ ジミ Japonica adusta (Riley, 1939) と 判断 し て いる . AE (1995) は , ニ イ タ カ ア カ シジミ 
Japonica patungkoanui Murayama, 1956 DKRS E ži EL To. 神 垣 (1994, 1996) は , これ ら の 
2 種 及び 韓国 産 ア カシ ジミ の 終 齢 幼虫 の 気 門 , 背 線 に 褐色 斑 が ある こと な どか ら , 大 陸 に お ける アカ 
シジミ 亜 属 Yuhbae に は , 普遍 的 に 気 門 の 褐色 斑 が ある と 判断 し て いる . それ に 加え , 本 土産 アカ シ 
ジミ で も 終 和 齢 幼虫 の 気 門 に 褐色 班 が 稀 に 現れ る こと か ら も , 気 門 部 の 褐色 班 は Yuhbae 亜 属 の 祖先 形 
質 で ある と 考察 し て いる . 


筆者 は アカ シジミ と 同 亜 属 の 他 の 全 種 ,。 すなわち カシ ワ ア カシ ジミ , シー ザン アカ シジミ , ニ イ タ カ 
アカ シジミ が 有 紋 で ある こと , 及び 終 齢 幼虫 で 斑紋 を 欠く アカ シジミ で も 発育 段階 の より 若い 38,5 
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虫 に も 気 門 斑 が 現れ る 例 が ある こと (横倉 ・ 武 田 , 1991) を 根拠 に , 神 垣 氏 の 解釈 と 同じ く , 終 齢 幼虫 
の 掲 色 班 は Yuhbae 亜 属 の 祖先 形質 の 表れ で ある と 考え る . つま り , 日 本 本 土 に 侵入 し た アカ シジミ 
の 個体 群 が 斑紋 を 失っ た と 解釈 し て いる . 


TEOREMA 従来 の 知見 , 及び 上 記 の 祖先 的 形質 の 推論 を も と に , 対馬 産 ア カシ ジミ の 由来 に つ 
いて 考察 し て みる と , 2 つの 仮説 が 立て られ る . 1 つ は 対馬 産 ア カシ ジミ と 日 本 列島 産 ア カシ ジミ は 
同一 起源 ( 単 一 集団 と し て 対馬 を 含む 日 本 列島 に 侵入 し て きた ) で ある が , 本 土産 の み 斑 紋 を 和 失い , 
対馬 産 は 斑紋 を 失わ な か っ た と いう 仮説 で ある . 第 2 の 仮説 は , 対馬 の 個体 群 は 日 本 本 土産 と 起源 が 
異な り , あら た め て 朝鮮 半島 か ら 侵入 し た と いう 仮説 で ある . 筆者 は 対馬 が 小島 で あり , 地域 分 化 を 
起こ し や すい 条件 下 に あり な が ら 祖 先 形質 を 残し て いる こと か ら , 1 つ 目 の 仮説 の 立場 は と ら な い . 
対馬 の アカ シジミ が 有 紋 で ある こと は ., 日 本 列島 に 侵入 し た 集団 と は 別 の 個体 群 で ある と 考え て いる . 
大 陸 産 アカ シジミ の グル ー プ と 対馬 産 ア カシ ジミ の 成虫 の 詳細 な 比較 の 報告 は 将来 に 譲り た い が , 筆 
者 が 所 持 し て いる 20 数 頭 の 韓国 産 ア カシ ジミ と 対馬 産 ア カシ ジミ の 成虫 の 斑紋 を 比較 し て みて も 。, 
両者 は よく 似 た 印象 を 受け る . この こと も , 対馬 産 ア カシ ジミ は 韓国 産 の も の と 非常 に 近 縁 で ある こ 
と を 示し て いる と , 筆者 は 考え て いる . すなわち , 対馬 産 ア カシ ジミ は , 大 陸 系 種 で ある と 言わ れ て 
いる タイ ワン モン シロ チョ ツウ Pieris canidia juba Fruhstorfer, 1910 や ツシマ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima 
motschulskyi motschulskyi (Bremer & Grey, 1852) と 同様 に , 朝鮮 半島 を 経由 し て 対馬 に 分 布 し た も の 
と 推論 で きる . 


対馬 産 ア カシ ジミ が 大 陸 系 種 で ご ある こと に , どの よう な 意味 が 含ま れ て いる の だ ろう か . 白水 (1985) 
は 「 第 三 紀 周 北極 要素 と 呼ば れる フロ ー ラ は 第 三 紀 末 か ら 第 四 紀 の 気温 低下 ,、 ある い は 上 昇 の 繰返し 
に よっ て , それ と 共に 数 回 に わた っ て 南下 , 北上 を 繰 返 す こと に な る | と し た 上 で ,「 現 在 の 日 本 の 
温帯 林 を 形成 する 樹種 に 審 接 に 結び つい て いる 温帯 性 ミド リ シ ジ ミ 類 の 大 部 分 は 第 三 紀 周 北極 要素 と 
呼ば れる フロ ー ラ に 付随 し て 日 本 に 南下 し て きた も の の 生き 残り に 違い な い . 1 属 1 種 . 1 属 2 種 と 
いう よう な 1 属 の 種 数 の 少な いこ と は それ が 遺存 的 性 格 の 濃厚 な むものである こと を 暗示 し て いる | と 
し て いる . 氏 は ミド リ シ ジ ミ 類 を 西部 支那 系 要素 の 代表 と し , 西部 支那 系 要素 を 第 三 紀北 極 要素 の 生 
き 残 り と 定義 し て いる . 筆者 は これ ら 氏 の 考え と 日 本 海 地域 の 古 地理 の うつ りか わり GU; 1989) 
を も と に , 対馬 産 ア カシ ジミ に つい て 次 の よう に 考え て いる . 


まず アカ シジミ が 日 本 列島 に 侵入 し た の は , 日 本 が まだ 大 陸 と 陸続き で あっ た 第 三 紀 末期 か ら 第 四 紀 
前 期 (更新 世 前 期 ) で ある と 考え た い . その 後 本 土産 アカ シジミ は 通常 は 終 誤 幼 虫 の 気 門 の 褐色 斑 を 
消失 する よう な , 地理 的 変異 を 起こ し た の で あろ う . この 斑紋 の 消失 は 本 土産 アカ シジミ の 日 本 列島 
へ の 侵入 の 古き を 示し て いる . 一 方 , 対馬 の アカ シジミ が 朝鮮 半島 と 同様 に 原始 的 な の は , 対馬 へ の 
侵入 の 新 し さ を 物語 っ て いる と 考え る . つま り 日 本 列島 に アカ シジミ が 侵入 , 定着 し た 頃 , 対馬 は ア 
カシ ジミ の 分 布 欠落 地域 で あっ て , 現在 の 対馬 の アカ シジミ は 朝鮮 半島 か ら 二 次 的 に 進入 し て きた 可 
能 性 が 高い . 
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Summary 


The 4th (final) instar larva of Japonica (Yuhbae) lutea in Tsushima has brown markings surround- 
ing the abdominal spiracles and along the dorsomedian line, and is distinguishable from the 
Japanese main islands' population which is almost always lacking brown markings. At this point, 
the 4th instar larva is very similar to that in the Korean Peninsula. The presence of brown markings 
seems to be plesiomorphic, as the larvae of three other species of the subgenus Yuhbae have the 
markings and as the markings sometimes appear in the earlier instars (especially the 3rd instar). 
The geographical variation of the larval markings is interpreted as follows. J. lutea spread to the 
Japanese Archipelago from the Asian Continent in an earlier period, and this population subse- 
quently lost the brown larval markings. The Korean population of this species later secondarily 
invaded Tsushima, which still retains the markings of the continental population. 
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